
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

650

0

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しな
い場合がある。
※令和4年度の執行額(582)は、確定前の暫定的な額のため、確定次第、
確定額へ修正予定。

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　日本の大学で研究指導を受けている若しくは受けようとする台湾からの長期留学生（大学院レベル及び学部レベル）、及び、留学期間が３月以上１年未満の短期留学生に対し、
日本台湾交流協会を通じて奨学金等の援助を実施する。（定額補助）

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 583 578 582

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

650 650 650 650 -

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 650 650 650 650

- - -

補助事業者：公益財団法人日本台湾交流協会
補助対象：台湾からの留学生に対する奨学援助の事業
補助率：全額支給

昭和47年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

-

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0480

文部科学省

政策 １３　豊かな国際社会の構築に資する国際交流・協力の推進

事業の目的
（5行程度以内）

　1972年の日中国交正常化に伴い、我が国は台湾と断交したが、外交を除く従来の関係を維持するための民間レベルの交流団体として、財団法人交流協会（現公益財団法人日
本台湾交流協会）が設立された。この日本台湾交流協会を通じた、台湾からの留学生に対する奨学援助を支援することによって、日台間留学生交流の一層の拡充を図り、相互の
教育・研究水準の向上に資するとともに、相互理解と友好親善を増進することを目的とする。

参事官（国際担当)
参事官（国際担当）
小林　洋介

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

「留学生３０万人計画」骨子（平成20年7月29日策定）
「日本再興戦略～JAPAN is BACK～」(平成25年6月14日閣議決定)
「第3期教育振興基本計画」（平成30年6月15日閣議決定）
「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創
造会議第二次提言）（令和5年4月27日）

事業名 日本台湾交流協会 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 １３－１　国際交流の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 経済協力費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-
000017742-13_1.pdf

事業概要URL
-

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 650

90%

執行率（％）
=(G)/(F)

90% 89% 90%

国際交流・協力推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
90%

主な増減理由（・要望額・予備費）

89%

令和6年度要求

　

　

　

(目) 文化交流団体補助金

その他

　「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創造会議第二次提言）（令和5年4月27日）において、日本での外国人留学生の受入数については、年々
増加し、2019 年には約 31 万人となった。しかしながら、その後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、2022年には約 23 万人まで減少しており、世界各国が留学生の獲
得にしのぎを削る中、日本においても留学生の受入数の改善が喫緊の課題として指摘されている 。また、その他の計画等においても、様々な分野でグローバルに活躍できる人材
を育成することが目標とされており、大学等における優秀な外国人留学生の受入れや日本人学生の留学生交流等を推進する必要がある。

（独）日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査結果」
令和2年5月1日現在の留学生数：279,597人(前年比 32,617人(10.4%)減)
令和3年5月1日現在の留学生数：242,444人（前年比 37,153人(13.3%)減）
令和4年5月1日現在の留学生数：231,146人（前年比 11,298人(4.7%)減）

令和6年度要求

-

-

-

https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
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https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-13_1.pdf
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アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-235 229

成果実績

4,248

目標値 人 7,819

70.4 94.8

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

220

効果発現の初期段階として、台湾からの留学生に対し、奨学援助を着実に実施することで、台湾から日本への留学者数（長期）を増加させることにつながると考
え、短期アウトカムとして設定した。

-

95.3％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

226

-

7,220

15

「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創造会議第二次提言）（令和5年4月27日）において、外国人留学生の受入数 40
万人を目指すことが提言されており、台湾から日本への留学者数が増加することで、当該目標の達成に寄与するため、我が国が受け入れる外国人留学生数を長
期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

令和2年度 令和3年度

86.7

15 年度

我が国が受け入れる外国人留学生数
（各年度の目標値は前年度実績を上回
る値とする）

我が国が受け入れる外国人
留学生数

達成度

単位 令和2年度

89.6

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

当該事業を通じた奨学金等受給者数を
増やす

当該事業を通じた奨学金等受
給者数（長期）
※当初活動見込みは、前年度
活動実績から算出するため、

活動実績

年度

6,124 4,481

定量的な成果指標 単位

人 220

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 人

- -

229

活動目標 活動指標

230

達成度 ％

高等教育機関における台湾からの私費
外国人留学生数を増やす

高等教育機関における台湾
からの私費外国人留学生数

成果実績 人 5,888 4,309

75.3

台湾からの留学生に対し、奨学援助を実施。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

＜成果実績＞
（独）日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」
＜目標値の根拠＞
「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創造会議第二次提言）（令和5年4月27日）
・ 外国人留学生の数（高等教育機関及び日本語教育機関）：38 万人

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

380,000

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 279,597 242,444 231,146

目標値 人 312,214 279,597 242,444



活動内容②
（アクティビティ）

台湾からの留学生に対し、奨学援助を実施。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

当該事業を通じた奨学金等受給者数を
増やす

当該事業を通じた奨学金等受
給者数
（短期）

活動実績 人 59 - 55 - -

当初見込み 人 126 61 - 57 -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

効果発現の初期段階として、台湾からの留学生に対し、奨学援助を着実に実施することで、台湾から日本への留学者数（短期）を増加させることにつながると考
え、短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

15 年度

高等教育機関における台湾からの私費
外国人留学生数を増やす

高等教育機関における台湾
からの私費外国人留学生数

成果実績 人 5,888 4,309 4,248 -

目標値 人 7,819 6,124 4,481 7,220

達成度 ％ 75.3 70.4 94.8 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創造会議第二次提言）（令和5年4月27日）において、外国人留学生の受入数 40
万人を目指すことが提言されており、台湾から日本への留学者数が増加することで、当該目標の達成に寄与するため、我が国が受け入れる外国人留学生数を長
期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

＜成果実績＞
（独）日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」
＜目標値の根拠＞
「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（教育未来創造会議第二次提言）（令和5年4月27日）
・ 外国人留学生の数（高等教育機関及び日本語教育機関）：38 万人

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

15 年度

我が国が受け入れる外国人留学生数
（各年度の目標値は前年度実績を上回
る値とする）

我が国が受け入れる外国人
留学生数

279,597 242,444 231,146 -

目標値 人 312,214 279,597 242,444 380,000

達成度 ％ 89.6 86.7 95.3 -

成果実績 人

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和16年度実施)

-
点検結果

新型コロナウイルス感染症の影響により、留学生数が減少しているものの、本事業により、
台湾の優れた人材を我が国の高等教育機関で受け入れることは、国際交流に貢献するとと
もに、将来を担う人材育成につながっている。
また、外国人留学生数のうち、台湾からの留学生は一定の割合を占めており、本事業は私
費留学生の呼び水や経済波及効果の側面でも一定の効果が見られ、台湾と我が国の架け
橋となる人材育成に貢献しているところである。

-

-

近年の環境変化に対して予算及び執行状況が同額である状況を適切に分析するとともに、「短期留学生」への援助に関し、適切な数値指標を設けることが必要で
ある。それらを踏まえた上で積算単価を検証するなどコストの削減に努めるべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0436

文部科
学省

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0406

-

-

令和2年度 文部科学省 0407

0431

令和4年度 2022 文科 21

日本台湾交流協会への補助金については、台湾との国交断絶後も、留学生交流の重要性に鑑み、国費外国人留学制度と同等な民間レベルでの留学生交流を行
う機関として、重要な役割を担っており、今後とも維持していく必要があり、より多くの台湾からの留学生に対して支援が届くように執行率等の向上を図っていく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 400

平成29年度 408

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 200

平成25年度 431

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

成果をより的確に把握するため、成果指標について、成果指標の見直しの検討を実施するとともに、執行状況を改善させ、不用額の削減を行うことによって、計画
的な予算執行の実施を行う。

事業内容の一部改善

年度内に改善を検討

418

平成30年度 413

平成23年度 179

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 427

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

153 授業料 授業料等の支払い

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

事業費 渡日・帰国旅費 6

計 582 計 4

2

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

事業費 奨学金等 423 奨学金 奨学金 2

事業費 授業料

文部科学省
582百万円

日本台湾交流協会が行う台湾からの外国人留学生に対する支援事業に必要な経費を

補助。

【補助】

A. 公益財団法人日本台湾交流協会
582百万円

台湾からの留学生に対する奨学金等を支給。

【奨学金等】

B. 留学生（275名）
582百万円

（※１）令和4年度実績を記入。

（※２）金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

（※３）令和4年度の執行額(582)は、確定前の暫定的な額のため、確定次第、確定額へ修正予定。



支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

10 留学生J - 奨学金等の援助 3 その他 - - -

- -

9 留学生I - 奨学金等の援助 3 その他 - -

- - -

8 留学生H - 奨学金等の援助 3 その他 -

7 留学生G - 奨学金等の援助 3 その他

-

6 留学生F - 奨学金等の援助 3 その他 - - -

- -

5 留学生E - 奨学金等の援助 3 その他 - -

- - -

4 留学生D - 奨学金等の援助 3 その他 -

3 留学生C - 奨学金等の援助 3 その他

-

2 留学生B - 奨学金等の援助 3 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 留学生A - 奨学金等の援助 4 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
公益財団法人日本台湾交流
協会

8010405010370
台湾からの留学生に対する奨
学金等の支給

582 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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